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(57)【要約】
【課題】低い駆動周波数で駆動されるようにした画素及
びこれを用いた有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】有機発光ダイオードＯＬＥＤと、以前デー
タ信号に対応して第１電源から有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤに供給される電流量を制御する第１トランジスタＭ
１を含む第２駆動部１４８と、データ線から供給される
現在データ信号を保存し、以前データ信号を第２駆動部
１４８に供給するための第１駆動部１４６とを備え、第
２駆動部１４８は、初期化電源Ｖｉｎｔと第１トランジ
スタＭ１のゲート電極である第１ノードＮ１との間に接
続され、第１制御信号が供給されるときターンオンされ
る第６トランジスタＭ６と、第１電源と第１駆動部１４
６及び第２駆動部１４８に共通に接続された第２ノード
Ｎ２との間に接続され、第１制御信号が供給されるとき
ターンオンされる第７トランジスタＭ７と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　以前データ信号に対応して第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を
制御する第１トランジスタを含む第２駆動部と、
　データ線から供給される現在データ信号を保存し、前記以前データ信号を前記第２駆動
部に供給するための第１駆動部と
を備え、
　前記第２駆動部は、
　初期化電源と前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードとの間に接続され、
第１制御信号が供給されるときターンオンされる第６トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１駆動部及び第２駆動部に共通に接続された第２ノードとの間に
接続され、前記第１制御信号が供給されるときターンオンされる第７トランジスタと、
を備えることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記初期化電源は、前記データ線に供給されるデータ信号より低い電圧に設定されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記第１駆動部は、
　前記データ線と第３ノードとの間に接続され、走査線に走査信号が供給されるときター
ンオンされる第２トランジスタと、
　前記第３ノードと前記第２ノードとの間に接続され、第２制御信号が供給されるときタ
ーンオンされる第３トランジスタと、
　前記第３ノードと前記初期化電源との間に接続される第２キャパシタと、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項４】
　前記第３トランジスタ及び第６トランジスタは、ターンオン期間が重畳しないことを特
徴とする請求項３に記載の画素。
【請求項５】
　前記第２トランジスタは、前記第３トランジスタ及び第６トランジスタとターンオン期
間が重畳しないことを特徴とする請求項３に記載の画素。
【請求項６】
　前記第２駆動部は、
　前記第１トランジスタの第１電極に接続された前記第２ノードと前記第１電源との間に
接続され、発光制御信号が供給されるときターンオフされ、その他の場合にターンオンさ
れる第８トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第１トランジスタの第２電極との間に接続され、第２制御信号が
供給されるときターンオンされる第５トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接
続され、前記発光制御信号が供給されるときターンオフされ、その他の場合にターンオン
される第９トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第１電源との間に接続される第１キャパシタと、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項７】
　第８トランジスタは、前記第５トランジスタ及び第６トランジスタとターンオン期間が
重畳しないことを特徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項８】
　前記第５トランジスタ及び第６トランジスタは、ターンオン期間が重畳しないことを特
徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項９】
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　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源との間に
接続され、前記第１制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタをさら
に備えることを特徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項１０】
　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源との間に
接続され、前記第２制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタをさら
に備えることを特徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項１１】
　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２制御信号が供給
される第２制御線との間に位置され、ゲート電極が前記第２制御線に接続される第４トラ
ンジスタをさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項１２】
　前記第２駆動部は、前記第１ノードと前記第１電源との間に前記第１キャパシタと並列
に接続されるフォトダイオードをさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項１３】
　前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に対応して前記第１ノードの
電圧上昇幅を制御することを特徴とする請求項１２に記載の画素。
【請求項１４】
　前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に比例して前記第１ノードの
電圧上昇幅を制御することを特徴とする請求項１２に記載の画素。
【請求項１５】
　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２ノードとの間に
接続される第３キャパシタをさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項１６】
　１フレームの第１期間中に第１制御線に第１制御信号を供給し、第２制御線に第２制御
信号を供給するための制御駆動部と、
　前記１フレームの第１期間、第２期間および第３期間中に発光制御線に発光制御信号を
供給し、第４期間中に走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、
　前記第４期間中にデータ線に前記走査信号に同期されるようにデータ信号を供給するた
めのデータ駆動部と、
　前記走査線およびデータ線によって区画された領域に位置され、以前データ信号に対応
して発光する期間中に、現在データ信号を保存する画素と
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記以前データ信号は、以前フレームに供給されたデータ信号であり、
　前記現在データ信号は、現在フレームに供給されるデータ信号であることを特徴とする
請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　前記走査駆動部は、前記第３期間中に走査線に走査信号を同時に供給することを特徴と
する請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記データ駆動部は、前記第３期間中に前記データ線にリセット電圧を供給することを
特徴とする請求項１８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記リセット電圧は、前記データ信号の電圧範囲内の特定電圧に設定されることを特徴
とする請求項１９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　前記画素の各々は、以前データ信号に対応して第１電源から有機発光ダイオードを経由
して第２電源に流れる電流量を制御することを特徴とする請求項１６に記載の有機電界発
光表示装置。



(4) JP 2014-137601 A 2014.7.28

10

20

30

40

50

【請求項２２】
　前記第１電源は、前記第４期間中に第１電圧に設定され、前記第１期間ないし第３期間
中に前記第１電圧と異なる第２電圧に設定されることを特徴とする請求項２１に記載の有
機電界発光表示装置。
【請求項２３】
　前記第２電圧は、前記第１電圧より低い電圧であることを特徴とする請求項２２に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項２４】
　前記画素の各々は、
　有機発光ダイオードと、
　前記以前データ信号に対応して第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流
量を制御する第２駆動部と、
　前記現在データ信号を保存し、前記以前データ信号を前記第２駆動部に供給するための
第１駆動部と、
を備えることを特徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２５】
　前記第１駆動部は、
　特定のデータ線と第３ノードとの間に接続され、特定の走査線に走査信号が供給される
ときターンオンされる第２トランジスタと、
　前記第１駆動部及び第２駆動部に共通に接続された第２ノードと前記第３ノードとの間
に接続され、前記第２制御信号が供給されるときターンオンされる第３トランジスタと、
　前記第３ノードと初期化電源との間に接続される第２キャパシタと、
を備えることを特徴とする請求項２４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２６】
　前記第２駆動部は、
　第１電極が前記第１駆動部及び第２駆動部に共通に接続された第２ノードを経由して第
１電源に接続され、ゲート電極が第１ノードに接続される第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、前記第２制御信
号が供給されるときターンオンされる第５トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第１ノードとの間に接続され、前記第１制御信号が供給されると
きターンオンされる第６トランジスタと、
　前記第２ノードと前記第１電源との間に接続され、前記第１制御信号が供給されるとき
ターンオンされる第７トランジスタと、
　前記第２ノードと前記第１電源との間に接続され、前記発光制御信号が供給されるとき
ターンオフされ、その他の場合にターンオンされる第８トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接
続され、前記発光制御信号が供給されるときターンオフされ、その他の場合にターンオン
される第９トランジスタと、
を備えることを特徴とする請求項２４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２７】
　前記初期化電源は、前記データ信号より低い電圧に設定されることを特徴とする請求項
２６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２８】
　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源との間に
接続され、前記第１制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタをさら
に備えることを特徴とする請求項２６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２９】
　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源との間に
接続され、前記第２制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタをさら
に備えることを特徴とする請求項２６に記載の有機電界発光表示装置。
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【請求項３０】
　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２制御線との間に
位置され、ゲート電極が前記第２制御線に接続される第４トランジスタをさらに備えるこ
とを特徴とする請求項２６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３１】
　前記第２駆動部は、前記第１ノードと前記第１電源との間に前記第１キャパシタと並列
に接続されるフォトダイオードをさらに備えることを特徴とする請求項２６に記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項３２】
　前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に対応して前記第１ノードの
電圧上昇幅を制御することを特徴とする請求項３１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３３】
　前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に比例して前記第１ノードの
電圧上昇幅を制御することを特徴とする請求項３１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３４】
　前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２ノードとの間に
接続される第３キャパシタをさらに備えることを特徴とする請求項２６に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項３５】
　有機発光ダイオードと、
　以前データ信号に対応して第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を
制御するための第１トランジスタを含む第２駆動部と、
　データ線から供給される現在データ信号を保存し、前記以前データ信号を前記第２駆動
部に供給するための第１駆動部と
を備え、
　前記第２駆動部は、
　初期化電源と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続され、第１制御信号
が供給されるときターンオンされる第４トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１駆動部及び第２駆動部に共通に接続された第２ノードとの間に
接続され、前記第１制御信号が供給されるときターンオンされる第７トランジスタと、
を備えることを特徴とする画素。
【請求項３６】
　前記第１駆動部は、
　前記データ線と第３ノードとの間に接続され、走査線に走査信号が供給されるときター
ンオンされる第２トランジスタと、
　前記第３ノードと前記第２ノードとの間に接続され、第２制御信号が供給されるときタ
ーンオンされる第３トランジスタと、
　前記第３ノードと前記初期化電源との間に接続される第２キャパシタと、
を備えることを特徴とする請求項３５に記載の画素。
【請求項３７】
　前記第２駆動部は、
　前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードと前記第１トランジスタの第２電
極との間に接続され、第２制御信号が供給されるときターンオンされる第５トランジスタ
と、
　前記初期化電源と前記第１ノードとの間に接続され、前記第１制御信号が供給されると
きターンオンされる第６トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１トランジスタの第１電極に接続された前記第２ノードとの間に
接続され、発光制御信号が供給されるときターンオフされ、その他の場合にターンオンさ
れる第８トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接
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続され、前記発光制御信号が供給されるときターンオフされ、その他の場合にターンオン
される第９トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第１電源との間に接続される第１キャパシタと、
を備えることを特徴とする請求項３５に記載の画素。
【請求項３８】
　前記第８トランジスタは、前記第５トランジスタ及び第６トランジスタとターンオン期
間が重畳されないことを特徴とする請求項３７に記載の画素。
【請求項３９】
　前記第５トランジスタ及び第６トランジスタは、ターンオン期間が重畳されないことを
特徴とする請求項３７に記載の画素。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素およびこれを用いた有機電界発光表示装置に関し、特に、低駆動周波数
で駆動するようにした画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報化技術が発達するにつれて、ユーザーと情報との間の連結媒体である表示装置の重
要性が浮き彫りになっている。これに応じて、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ：ＬＣＤ）、有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ：ＯＬＥＤ）、及び
プラズマディスプレイパネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）な
どのようなフラットパネル表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＰＤ）
の使用が増加している。
【０００３】
　フラットパネル表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によっ
て光を発生する有機発光ダイオードを利用して映像を表示するもので、これは、速い応答
速度を有するとともに低消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、複数のデータ線、走査線、電源線の交差部にマトリックス形
態で配列される複数の画素を備える。画素らは、一般的に、有機発光ダイオード、駆動ト
ランジスタを含む二つ以上のトランジスタ、及び一つ以上のキャパシタで構成される。
【０００５】
　このような有機電界発光表示装置は、３Ｄ映像を具現するために１６.６ｍｓ期間中、
４つのフレームを含む。４つのフレームのうち、第１フレームは左側の映像を表示し、第
３フレームは、右側映像を表示する。そして、第２フレーム及び第４フレームはブラック
の映像を表示する。
【０００６】
　シャッターメガネは、第１フレーム期間中、左側メガネに光の供給を受け、第３フレー
ム期間中に右側メガネに光の供給を受ける。この時、シャッターメガネの着用者はシャッ
ターメガネを介して供給される映像を３Ｄとして認識する。第２フレーム及び第４フレー
ム期間に表示されるブラック映像は、左右の映像が混在してクロストーク（Ｃｒｏｓｓ　
Ｔａｌｋ）現象が発生することを防止する。
【０００７】
　しかしながら、従来には、１６.６ｍｓの期間中、４つのフレームが含まれ、これによ
り２４０Ｈｚの駆動周波数で駆動されなければならないという問題があった。このように
、有機電界発光表示装置が高い周波数で駆動される場合、消費電力の上昇、安定性の低下
、製造コストの上昇などの問題が起きる。また、第２フレーム及び第４フレーム期間中に
ブラックが表示されるため、階調表現のためのピーク電流量（Ｐｅａｋ　Ｃｕｒｒｅｎｔ
）が増加され、これにより、有機発光ダイオードの寿命が低下するという問題があった。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明は上記問題を解決するために案出されたもので、その目的は、低い
駆動周波数で駆動されるようにした画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置を提供す
ることである。
【０００９】
　さらに、本発明の別の目的は、有機発光ダイオードの劣化を補償し、表示品質を向上さ
せられる有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明による画素は、有機発光ダイオードと、以前データ信
号に対応して第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する第１ト
ランジスタを含む第２駆動部と、データ線から供給される現在データ信号を保存し、前記
以前データ信号を前記第２駆動部に供給するための第１駆動部とを備え、前記第２駆動部
は、初期化電源と前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードとの間に接続され
、第１制御信号が供給されるときターンオンされる第６トランジスタと、前記第１電源と
前記第１駆動部及び第２駆動部に共通に接続された第２ノードとの間に接続され、前記第
１制御信号が供給されるときターンオンされる第７トランジスタと、を備える。
【００１１】
　また、前記初期化電源は、前記データ線に供給されるデータ信号より低い電圧に設定さ
れる。
【００１２】
　また、前記第１駆動部は、前記データ線と第３ノードとの間に接続され、走査線に走査
信号が供給されるときターンオンされる第２トランジスタと、前記第３ノードと前記第２
ノードとの間に接続され、第２制御信号が供給されるときターンオンされる第３トランジ
スタと、前記第３ノードと前記初期化電源との間に接続される第２キャパシタと、を備え
る。
【００１３】
　また、前記第３トランジスタ及び第６トランジスタは、ターンオン期間が重畳しない。
【００１４】
　また、前記第２トランジスタは、前記第３トランジスタ及び第６トランジスタとターン
オン期間が重畳しない。
【００１５】
　また、前記第２駆動部は、前記第１トランジスタの第１電極に接続された前記第２ノー
ドと前記第１電源との間に接続され、発光制御信号が供給されるときターンオフされ、そ
の他の場合にターンオンされる第８トランジスタと、前記第１ノードと前記第１トランジ
スタの第２電極との間に接続され、第２制御信号が供給されるときターンオンされる第５
トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード
電極との間に接続され、前記発光制御信号が供給されるときターンオフされ、その他の場
合にターンオンされる第９トランジスタと、前記第１ノードと前記第１電源との間に接続
される第１キャパシタとを備える。
【００１６】
　また、第８トランジスタは、前記第５トランジスタ及び第６トランジスタとターンオン
期間が重畳しない。
【００１７】
　また、前記第５トランジスタ及び第６トランジスタは、ターンオン期間が重畳しない。
【００１８】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源と
の間に接続され、前記第１制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタ
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をさらに備える。
【００１９】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源と
の間に接続され、前記第２制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタ
をさらに備える。
【００２０】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２制御信号
が供給される第２制御線との間に位置され、ゲート電極が前記第２制御線に接続される第
４トランジスタをさらに備える。
【００２１】
　また、前記第２駆動部は、前記第１ノードと前記第１電源との間に前記第１キャパシタ
と並列に接続されるフォトダイオードをさらに備える。
【００２２】
　また、前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に対応して前記第１ノ
ードの電圧上昇幅を制御する。
【００２３】
　また、前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に比例して前記第１ノ
ードの電圧上昇幅を制御する。
【００２４】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２ノードと
の間に接続される第３キャパシタをさらに備える。
【００２５】
　さらに、本発明の実施態様による有機電界発光表示装置は、１フレームの第１期間中に
第１制御線に第１制御信号を供給し、第２制御線に第２制御信号を供給するための制御駆
動部と、前記１フレームの第１期間、第２期間および第３期間中に発光制御線に発光制御
信号を供給し、第４期間中に走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、前記
第４期間中にデータ線に前記走査信号に同期されるようにデータ信号を供給するためのデ
ータ駆動部と、前記走査線およびデータ線によって区画された領域に位置され、以前デー
タ信号に対応して発光する期間中に、現在データ信号を保存する画素とを備える。
【００２６】
　また、前記以前データ信号は、以前フレームに供給されたデータ信号であり、前記現在
データ信号は、現在フレームに供給されるデータ信号である。
【００２７】
　また、前記走査駆動部は、前記第３期間中に走査線に走査信号を同時に供給する。
【００２８】
　また、前記データ駆動部は、前記第３期間中に前記データ線にリセット電圧を供給する
。
【００２９】
　また、前記リセット電圧は、前記データ信号の電圧範囲内の特定電圧に設定される。
【００３０】
　また、前記画素の各々は、以前データ信号に対応して第１電源から有機発光ダイオード
を経由して第２電源に流れる電流量を制御する。
【００３１】
　また、前記第１電源は、前記第４期間中に第１電圧に設定され、前記第１期間ないし第
３期間中に前記第１電圧と異なる第２電圧に設定される。
【００３２】
　また、前記第２電圧は、前記第１電圧より低い電圧である。
【００３３】
　また、前記画素の各々は、有機発光ダイオードと、前記以前データ信号に対応して第１
電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する第２駆動部と、前記現在
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データ信号を保存し、前記以前データ信号を前記第２駆動部に供給するための第１駆動部
とを備える。
【００３４】
　また、前記第１駆動部は、特定のデータ線と第３ノードとの間に接続され、特定の走査
線に走査信号が供給されるときターンオンされる第２トランジスタと、前記第１駆動部及
び第２駆動部に共通に接続された第２ノードと前記第３ノードとの間に接続され、前記第
２制御信号が供給されるときターンオンされる第３トランジスタと、前記第３ノードと初
期化電源との間に接続される第２キャパシタとを備える。
【００３５】
　また、前記第２駆動部は、第１電極が前記第１駆動部及び第２駆動部に共通に接続され
た第２ノードを経由して第１電源に接続され、ゲート電極が第１ノードに接続される第１
トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、
前記第２制御信号が供給されるときターンオンされる第５トランジスタと、前記第１ノー
ドと前記第１ノードとの間に接続され、前記第１制御信号が供給されるときターンオンさ
れる第６トランジスタと、前記第２ノードと前記第１電源との間に接続され、前記第１制
御信号が供給されるときターンオンされる第７トランジスタと、前記第２ノードと前記第
１電源との間に接続され、前記発光制御信号が供給されるときターンオフされ、その他の
場合にターンオンされる第８トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と前記有
機発光ダイオードのアノード電極との間に接続され、前記発光制御信号が供給されるとき
ターンオフされ、その他の場合にターンオンされる第９トランジスタとを備える。
【００３６】
　また、前記初期化電源は、前記データ信号より低い電圧に設定される。
【００３７】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源と
の間に接続され、前記第１制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタ
をさらに備える。
【００３８】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源と
の間に接続され、前記第２制御信号が供給されるときターンオンされる第４トランジスタ
をさらに備える。
【００３９】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２制御線と
の間に位置され、ゲート電極が前記第２制御線に接続される第４トランジスタをさらに備
える。
【００４０】
　また、前記第２駆動部は、前記第１ノードと前記第１電源との間に前記第１キャパシタ
と並列に接続されるフォトダイオードをさらに備える。
【００４１】
　また、前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に対応して前記第１ノ
ードの電圧上昇幅を制御する。
【００４２】
　また、前記フォトダイオードは、前記有機発光ダイオードの輝度に比例して前記第１ノ
ードの電圧上昇幅を制御する。
【００４３】
　また、前記第２駆動部は、前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２ノードと
の間に接続される第３キャパシタをさらに備える。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明の実施態様による画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、画素が
発光されるとともにデータ信号を充電することができ、これにより、低駆動周波数で駆動
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されつつ、３Ｄ映像を具現することができる。また、本発明によれば、データ信号が供給
される前に画素各々に含まれる駆動トランジスタをオンバイアス状態に初期化し、それに
よって均一な映像を表示することができる。
【００４５】
　さらに、本発明によれば、有機発光ダイオードの劣化に対応して駆動トランジスタのゲ
ート電極の電圧を制御し、それによって所望の輝度の映像を表示することができるという
長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】本発明の第１実施形態による画素を示す図である。
【図３】本発明の実施形態による駆動方法を示す波形図である。
【図４】本発明の別の実施形態による駆動方法を示す波形図である。
【図５】本発明のさらに別の実施形態による駆動方法を示す波形図である。
【図６】３Ｄ駆動時の駆動周波数の実施形態を示す図である。
【図７】本発明の第２実施形態による画素を示す図である。
【図８】本発明の第３実施形態による画素を示す図である。
【図９】有機発光ダイオードの劣化に対応した第１ノードの電圧上昇幅を示すグラフであ
る。
【図１０】本発明の第４実施形態による画素を示す図である。
【図１１】本発明の第５実施形態による画素を示す図である。
【図１２】本発明の第６実施形態による画素を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施す
ることができる好適な実施形態について添付された図１～図１２を参照して詳細に説明す
る。
【００４８】
　図１は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。図１を参照す
ると、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１ないしＳｎとデータ
線Ｄ１ないしＤｍによって区画された領域に配置される画素１４２と、画素１４２を含む
画素部１４０と、走査線Ｓ１ないしＳｎおよび発光制御線Ｅを駆動するための走査駆動部
１１０と、第１制御線ＣＬ１と第２制御線ＣＬ２を駆動するための制御駆動部１２０と、
データ線Ｄ１ないしＤｍを駆動するためのデータ駆動部１３０と、走査駆動部１１０、制
御駆動部１２０およびデータ駆動部１３０を制御するためのタイミング制御部１５０と、
を備える。
【００４９】
　走査駆動部１１０は、走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号を供給する。例えば、走査駆動
部１１０は、図３に示したように、フレーム１Ｆの第４期間Ｔ４中に走査線Ｓ１ないしＳ
ｎに走査信号を順次供給する。また、走査駆動部１１０は、図４に示したように、１フレ
ーム１Ｆの第３期間Ｔ３中に走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号を同時に供給することがで
きる。
【００５０】
　走査駆動部１１０は、画素１４２に共通接続された発光制御線Ｅに発光制御信号を供給
する。例えば、走査駆動部１１０は、１フレーム１Ｆ期間中に第４期間Ｔ４を除いた残り
の期間（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３）の間に発光制御線Ｅに発光制御信号を供給する。ここで、走
査駆動部１１０から供給される走査信号は、画素１４２に含まれたトランジスタがターン
オンされる電圧（例えば、低電圧）に設定され、発光制御信号は、トランジスタがターン
オフされる電圧（例えば、高電圧）に設定される。
【００５１】
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　制御駆動部１２０は、画素１４２に共通に接続される第１制御線ＣＬ１に第１制御信号
を供給し、画素１４２に共通に接続される第２制御線ＣＬ２に第２制御信号を供給する。
ここで、第１制御信号ＣＬ１及び第２制御信号ＣＬ２は、互いに重畳されない。一例とし
て、制御駆動部１２０は、１フレーム１Ｆの第１期間Ｔ１中に第１制御線ＣＬ１に第１制
御信号を供給し、第２期間Ｔ２中に第２制御線ＣＬ２に第２制御信号を供給する。ここで
、第１制御信号及び第２制御信号は、トランジスタがターンオンされうる電圧（例えば、
低電圧）に設定される。
【００５２】
　データ駆動部１３０は、１フレーム１Ｆの第４期間Ｔ４中に走査線Ｓ１ないしＳｎに供
給される走査信号に同期されるように、データ線Ｄ１ないしＤｍにデータ信号を供給する
。ここで、データ駆動部１３０は、３Ｄ駆動のためにフレーム期間ごとに、左側データ信
号及び右側データ信号を交番的に供給することができる。さらに、データ駆動部１３０は
、１フレーム１Ｆの第３期間Ｔ３中にデータ線Ｄ１ないしＤｍにリセット電圧Ｖｒを供給
することができる。ここで、リセット電圧Ｖｒは、データ信号の電圧範囲内の特定の電圧
に設定することができる。
【００５３】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応して走査駆動部１１０
、制御駆動部１２０及びデータ駆動部１３０を制御する。
【００５４】
　画素部１４０は、走査線Ｓ１ないしＳｎ及びデータ線Ｄ１ないしＤｍによって区画され
た領域に位置される画素１４２を備える。画素１４２は、第４期間Ｔ４中に現在フレーム
のデータ信号（現在データ信号）を充電すると同時に、以前フレームのデータ信号（以前
データ信号）に対応して発光する。そのために、画素１４２は、第４期間Ｔ４中に、以前
データ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経由して第２電源Ｅ
ＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００５５】
　なお、図１では説明の便宜のために発光制御線Ｅが走査駆動部１１０に接続され、制御
線ＣＬ１、ＣＬ２が制御駆動部１２０に接続されるものとして示したが、本発明はこれに
限定されない。実際には、発光制御線Ｅおよび制御線ＣＬ１、ＣＬ２は、様々な駆動部に
接続されることができる。一例として、発光制御線Ｅおよび制御線ＣＬ１、ＣＬ２それぞ
れは、走査駆動部１１０に共通に接続されることができる。
【００５６】
　図２は、本発明の第１実施形態による画素を示す図である。図２では説明の便宜のため
に第ｍデータ線Ｄｍおよび第ｎ走査線Ｓｎに接続された画素を図示する。
【００５７】
　図２を参照すると、本発明の実施形態による画素１４２は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路１４４
とを備える。
【００５８】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路１４４に接続され、カソード
電極は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、
画素回路１４４から供給される電流量に対応して所定輝度の光を生成する。一方、有機発
光ダイオードＯＬＥＤで電流が流れるように、第２電源ＥＬＶＳＳは、第１電源ＥＬＶＤ
Ｄよりも低い電圧に設定される。
【００５９】
　画素回路１４４は、現在データ信号を保存するための第１駆動部１４６と、以前データ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための第２駆
動部１４８を備える。
【００６０】
　第１駆動部１４６は、データ線Ｄｍから供給される現在データ信号を保存すると同時に



(12) JP 2014-137601 A 2014.7.28

10

20

30

40

50

、以前フレームに保存されたデータ信号を第２駆動部１４８に供給する。このために、第
１駆動部１４６は、第２トランジスタＭ２、第３トランジスタＭ３及び第２キャパシタＣ
２を備える。
【００６１】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は、データ線Ｄｍに接続され、第２電極は、第３ノー
ドＮ３に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続
される。このような第２トランジスタＭ２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されるときタ
ーンオンされてデータ線Ｄｍからのデータ信号を第３ノードＮ３に供給する。
【００６２】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は、第３ノードＮ３に接続され、第２電極は、第２駆
動部１４８、すなわち、第２ノードＮ２に接続される。そして、第３トランジスタＭ３の
ゲート電極は、第２制御線ＣＬ２に接続される。このような第３トランジスタＭ３は、第
２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給されるときターンオンされ、第３ノードＮ３と第２
ノードＮ２とを電気的に接続させる。
【００６３】
　第２キャパシタＣ２は、第３ノードＮ３と固定電圧源（例えば、初期化電源Ｖｉｎｔ）
との間に接続される。このような第２キャパシタＣ２は、第２トランジスタＭ２がターン
オンされる期間中に、現在データ信号に対応する電圧を充電する。
【００６４】
　第２駆動部１４８は、第１駆動部１４６から供給された以前データ信号に対応する電圧
を充電し、充電された電圧に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このために、第２駆動部１
４８は、第１トランジスタＭ１、第４トランジスタＭ４ないし第９トランジスタＭ９、第
１キャパシタＣ１を備える。
【００６５】
　第１トランジスタＭ１（すなわち、駆動トランジスタ）の第１電極は、第２ノードＮ２
に接続され、第２電極は、第４ノードＮ４に接続される。そして、第１トランジスタＭ１
のゲート電極は、第１ノードＮ１に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、第
１ノードＮ１に印加された電圧に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流
量を制御する。
【００６６】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接
続され、第２電極は初期化電源Ｖｉｎｔに接続される。そして、第４トランジスタＭ４の
ゲート電極は、第１制御線ＣＬ１に接続される。このような第４トランジスタＭ４は、第
１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されるときターンオンされ、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤのアノード電極に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を供給する。ここで、初期化電源Ｖｉ
ｎｔは、データ信号よりも低い電圧に設定される。一例として、初期化電源Ｖｉｎｔは、
最も低い電圧のデータ信号の第１トランジスタＭ１の絶対値しきい値電圧を差し引いた電
圧よりも低い電圧に設定することができる。
【００６７】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は、第４ノードＮ４に接続され、第２電極は第１ノー
ドＮ１に接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極は、第２制御線ＣＬ２
に接続される。このような第５トランジスタＭ５は、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が
供給されるときターンオンされ、第１ノードＮ１と第４ノードＮ４とを電気的に接続させ
る。第１ノードＮ１と第４ノードＮ４が電気的に接続されると第１トランジスタＭ１がダ
イオード形態で接続される。
【００６８】
　第６トランジスタＭ６の第１電極は第１ノードＮ１に接続され、第２電極は初期化電源
Ｖｉｎｔに接続される。そして、第６トランジスタＭ６のゲート電極は、第１制御線ＣＬ
１に接続される。このような第６トランジスタＭ６は、第１制御線ＣＬ１に第１制御信号
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が供給されるときターンオンされ、第１ノードＮ１に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を供給す
る。
【００６９】
　第７トランジスタＭ７の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は、第２
ノードＮ２に接続される。そして、第７トランジスタＭ７のゲート電極は、第１制御線Ｃ
Ｌ１に接続される。このような第７トランジスタＭ７は、第１制御線ＣＬ１に第１制御信
号が供給されるときターンオンされ、第２ノードＮ２に第１電源ＥＬＶＤＤの電圧を供給
する。
【００７０】
　第８トランジスタＭ８の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は、第２
ノードＮ２に接続される。そして、第８トランジスタＭ８のゲート電極は発光制御線Ｅに
接続される。このような第８トランジスタＭ８は、発光制御線Ｅに発光制御信号が供給さ
れるときターンオフされ、発光制御信号が供給されないときターンオンされる。
【００７１】
　第９トランジスタＭ９の第１電極は、第４ノードＮ４に接続され、第２電極は、有機発
光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、第９トランジスタＭ９のゲ
ート電極は、発光制御線Ｅに接続される。このような第９トランジスタＭ９は、発光制御
線Ｅに発光制御信号が供給されるときターンオフされ、発光制御信号が供給されないとき
ターンオンされる。
【００７２】
　第１キャパシタＣ１は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続される。こ
のような第１キャパシタＣ１は、以前データ信号及び第１トランジスタＭ１のしきい値電
圧に対応する電圧を充電する。
【００７３】
　図３は、本発明の実施形態による駆動方法を示す波形図である。図３を参照すると、本
発明の実施形態による１フレーム期間は、第１期間Ｔ１ないし第４期間Ｔ４に分けられる
。
【００７４】
　まず、第１期間Ｔ１ないし第３期間Ｔ３中には発光制御信号が供給され、第４期間Ｔ４
には発光制御信号が供給されない。発光制御信号が供給されると、第８トランジスタＭ８
及び第９トランジスタＭ９がターンオフされる。第９トランジスタＭ９がターンオフされ
ると、第１トランジスタＭ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤの電気的接続が遮断され、こ
れにより、第１期間Ｔ１ないし第３期間Ｔ３中に有機発光ダイオードＯＬＥＤは非発光状
態に設定される。
【００７５】
　第１期間Ｔ１中には第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給される。第１制御線ＣＬ１
に第１制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４、第６トランジスタＭ６および第
７トランジスタＭ７がターンオンされる。
【００７６】
　第４トランジスタＭ４がターンオンされると、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード
電極に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給される。有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード
電極に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給されると、有機発光ダイオードＯＬＥＤに等価的
に形成された寄生キャパシタ（図示せず）に充電された電圧が放電される。
【００７７】
　第６トランジスタＭ６がターンオンされると、第１ノードＮ１に初期化電源Ｖｉｎｔの
電圧が供給される。第７トランジスタＭ７がターンオンされると、第２ノードＮ２に第１
電源ＥＬＶＤＤの電圧が供給される。ここで、初期化電源Ｖｉｎｔは、データ信号よりも
低い電圧に設定されるため、第１期間Ｔ１中第１トランジスタＭ１は、オンバイアス状態
に設定される。すると、第１トランジスタＭ１は、オンバイアス状態に初期化され、それ
によって表示品質を向上させることができる。
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【００７８】
　第２期間Ｔ２中には第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給される。第２制御線ＣＬ２
に第２制御信号が供給されると、第３トランジスタＭ３及び第５トランジスタＭ５がター
ンオンされる。第５トランジスタＭ５がターンオンされると、第１トランジスタＭ１がダ
イオード形態で接続される。第３トランジスタＭ３がターンオンされると、第２キャパシ
タＣ２に保存されたデータ信号の電圧が第２ノードＮ２に供給される。この時、第１ノー
ドＮ１の電圧がデータ信号よりも低い初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化されているため
、第１トランジスタＭ１がターンオンされる。
【００７９】
　第１トランジスタＭ１がターンオンされると、第２ノードＮ２に印加されたデータ信号
の電圧がダイオードの形態で接続された第１トランジスタＭ１を経由し、第１ノードＮ１
に供給される。この時、第１キャパシタＣ１は、データ信号及び第１トランジスタＭ１の
しきい値電圧に対応する電圧を保存する。
【００８０】
　第３期間Ｔ３中には、発光制御線Ｅに発光制御信号の供給が維持される。
【００８１】
　第４期間Ｔ４中には、発光制御線Ｅへの発光制御信号の供給が中断される。
【００８２】
　発光制御線Ｅへの発光制御信号の供給が中断されると、第８トランジスタＭ８及び第９
トランジスタＭ９がターンオンされる。第８トランジスタＭ８がターンオンされると、第
１電源ＥＬＶＤＤと第２ノードＮ２が電気的に接続される。第９トランジスタＭ９がター
ンオンされると、第４ノードＮ４が有機発光ダイオードＯＬＥＤと電気的に接続される。
すると、第１トランジスタＭ１は、第１ノードＮ１に印加される電圧に対応して、第１電
源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電
流量を制御する。この時、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、自身に供給される電流量に対
応して所定輝度の光を生成する。
【００８３】
　一方、第４期間Ｔ４中に走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が順次供給される。走査線Ｓ
１ないしＳｎに走査信号が順次供給されると、水平ライン単位で画素１４２それぞれに含
まれた第２トランジスタＭ２がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンさ
れると、データ線Ｄ１ないしＤｍのうちいずれか一つからの現在データ信号が画素１４２
それぞれに含まれた第３ノードＮ３に供給される。この場合、第２キャパシタＣ２は、現
在データ信号に対応する電圧を充電する。本発明では、上述した過程を繰り返しつつ、所
定の映像を具現する。
【００８４】
　図４は、本発明の別の実施形態による駆動方法を示す波形図である。図４を説明すると
き、図３と同一の構成について詳細な説明は省略する。図４を参照すると、本発明の別の
実施形態による駆動方法の第３期間Ｔ３には、走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が同時に
供給され、走査信号に同期されるように、データ線Ｄ１ないしＤｍにリセット電圧Ｖｒが
供給される。
【００８５】
　第３期間Ｔ３中に第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第２トランジスタＭ２が
ターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンされると、第３ノードＮ３にリセ
ット電圧Ｖｒが供給される。すなわち、第３期間Ｔ３中に画素１４２それぞれに含まれた
第３ノードＮ３の電圧はリセット電圧Ｖｒに初期化される。
【００８６】
　以後、第４期間Ｔ４中に走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が順次供給される。第ｎ走査
線Ｓｎに走査信号が供給されると、第２トランジスタＭ２がターンオンされる。第２トラ
ンジスタＭ２がターンオンされると、データ線Ｄｍからの現在データ信号が第３ノードＮ
３に供給される。この場合、第２キャパシタＣ２は、現在データ信号に対応する電圧を充
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電する。ここで、第３期間Ｔ３中に第３ノードＮ３がリセット電圧Ｖｒに初期化されたた
め、第４期間Ｔ４中に第２キャパシタＣ２には、現在データ信号に対応して均一な電圧が
充電されることができる。
【００８７】
　詳しく説明すると、第２期間Ｔ２以後に画素１４２それぞれに含まれた第３ノードＮ３
の電圧は、以前データ信号の電圧に対応して設定される。すなわち、画素１４２それぞれ
に含まれた第３ノードＮ３の電圧は、以前データ信号に対応して互いに異なるように設定
される。したがって、第３ノードＮ３の電圧が初期化されない場合、第２キャパシタＣ２
に保存される現在データ信号の電圧は、以前データ信号の電圧によって不均一に設定され
、これにより、クロストーク現象が発生しうる。
【００８８】
　図５は、本発明のさらに別の実施形態による駆動方法を示す波形図である。図５を説明
するとき、図４と同一の構成について詳細な説明は省略する。図５を参照すると、本発明
のさらに別の実施形態による駆動方法では、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が変化する。すな
わち、画素１４２が発光する第４期間Ｔ４中に第１電源ＥＬＶＤＤは、第１電圧ＶＤＤ１
に設定され、画素１４２が非発光する第１期間Ｔ１ないし第３期間Ｔ３中に第１電源ＥＬ
ＶＤＤは、第１電圧ＶＤＤ１よりも低い第２電圧ＶＤＤ２に設定される。ここで、第２電
圧ＶＤＤ２は、第１期間Ｔ１中に第１トランジスタＭ１がオンバイアス状態に設定される
初期化電源Ｖｉｎｔの電圧よりも高い電圧に設定される。
【００８９】
　詳しく説明すると、第１電源ＥＬＶＤＤは、第１期間Ｔ１ないし第３期間Ｔ３中に第２
電圧ＶＤＤ２に設定される。そして、第１電源ＥＬＶＤＤは、第４期間Ｔ４中に第１電圧
ＶＤＤ１に上昇する。
【００９０】
　第４期間Ｔ４中に第１電源ＥＬＶＤＤが第１電圧ＶＤＤ１に上昇すると、フローティン
グ状態に設定された第１ノードＮ１の電圧も上昇する。このように第１ノードＮ１の電圧
が上昇すると、ブラック表現能力を向上させることができる。
【００９１】
　詳しく説明すると、第１キャパシタＣ１は、第２期間Ｔ２中に第２キャパシタＣ２に充
電された電圧を利用して充電される。この場合、第１キャパシタＣ１の電圧は、所望の電
圧よりも低い電圧に設定され、これによりブラック表現時に有機発光ダイオードＯＬＥＤ
が微細に発光される恐れがある。従って、本発明のさらに別の実施形態では、第４期間Ｔ
４中に第１電源ＥＬＶＤＤおよびこれに対応して第１ノードＮ１の電圧を上昇させてブラ
ック表現時に有機発光ダイオードＯＬＥＤが微細発光することを防止することができる。
【００９２】
　図６は、３Ｄ駆動時の駆動周波数の実施形態を示す図である。図６を参照すると、本発
明は、発光期間中にデータ信号の供給を受ける。すなわち、画素１４２は、左側（または
右側）データ信号に対応する映像を具現する期間中、右側（または左側）データ信号に対
応する電圧を保存する。したがって、本発明では、１２０Ｈｚの駆動周波数で３Ｄ映像を
具現することができる。図６において、ＲＤは、右側データ信号を意味し、ＬＤは、左側
データ信号を意味する。そして、Ｒは右側データ信号に対応した発光を意味し、Ｌは左側
データ信号に対応した発光を意味する。
【００９３】
　図７は、本発明の第２実施形態による画素を示す図である。図７を説明するとき図２と
同一の構成については同一の符号を付けると同時に詳細な説明は省略する。図７を参照す
ると、本発明の第２実施形態による画素１４２は、画素回路２００と有機発光ダイオード
ＯＬＥＤとを備える。
【００９４】
　画素回路２００は、現在データ信号を保存するための第１駆動部１４６と、以前データ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための第２駆
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【００９５】
　第２駆動部２０２は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極と初期化電源Ｖｉｎ
ｔとの間に接続される第４トランジスタＭ４´を備える。第４トランジスタＭ４´のゲー
ト電極は、第２制御線ＣＬ２に接続される。このような第４トランジスタＭ４´は、第２
制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給されるときターンオンされて初期化電源Ｖｉｎｔの電
圧を有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に供給する。その他の動作過程は、図２
に示された本発明の第１実施形態と同様であるため、詳細な説明は省略する。
【００９６】
　図８は、本発明の第３実施形態による画素を示す図である。図８を説明するとき図２と
同一の構成については同一の符号を付けると同時に詳細な説明は省略する。図８を参照す
ると、本発明の第３実施形態による画素１４２は、画素回路２１０と有機発光ダイオード
ＯＬＥＤとを備える。
【００９７】
　画素回路２１０は、現在データ信号を保存するための第１駆動部１４６と、以前データ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための第２駆
動部２１２とを備える。
【００９８】
　第２駆動部２１２は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間で、第１キャパシタ
Ｃ１と並列に接続されるフォトダイオードＰＤを備える。このようなフォトダイオードＰ
Ｄは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの輝度に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから第１ノード
Ｎ１に供給される電流量、すなわち、第１ノードＮ１の電圧を制御する。実際にフォトダ
イオードＰＤは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が補償されるように第１ノードＮ１
の電圧を制御する。
【００９９】
　動作過程を説明すると、第４期間Ｔ４中にフォトダイオードＰＤは、有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤの輝度に比例して第１電源ＥＬＶＤＤから第１ノードＮ１に流れる電流、すな
わち、第１ノードＮ１の電圧上昇量を制御する。言い換えれば、フォトダイオードＰＤは
、有機発光ダイオードＯＬＥＤの輝度が高いほど、第１ノードＮ１の電圧が高くなるよう
に制御する。
【０１００】
　詳しく説明すると、有機発光ダイオードＯＬＥＤは劣化するほど、同一階調に対応して
低輝度の光を生成する。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化に対応してフォトダ
イオードＰＤによる第１ノードＮ１の電圧変化量が異なる。すなわち、図９に示したよう
に、同一階調のデータ信号が供給されてもフォトダイオードＰＤによって第１ノードＮ１
の電圧上昇幅が異なるように設定される。
【０１０１】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤが特定の階調ｊ（ｊは自然数）に対応して発光する場合、
有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化した場合、そうでない場合に比べて第１ノードＮ１の
電圧上昇幅が第１電圧Ｖ１ほど低く設定される。すなわち、本発明では、有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤが劣化するほど、第１ノードＮ１の電圧上昇幅が低く設定され、これにより
、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化による輝度低下を補償することができる。実際に、
本発明の有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量は、式１のように表現すること
ができる。
【０１０２】
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【数１】

【０１０３】
　式１において、μは第１トランジスタＭ１の移動度、Ｃｏｘは第１トランジスタＭ１の
ゲートキャパシタンス、Ｖｔｈは第１トランジスタＭ１のしきい値電圧、ＷおよびＬは、
第１トランジスタＭ１のチャンネルｗｉｄｔｈ／ｌｅｎｇｔｈ比を示す。そして、Ｖｄａ
ｔａはデータ信号の電圧、ΔＶｐｄはフォトダイオードＰＤによる電圧変化量を示す。
【０１０４】
　式１を参照すると、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量は、データ信号の
電圧およびフォトダイオードＰＤによる電圧変化量によって決定される。ここで、フォト
ダイオードＰＤによる電圧の変化量は、有機発光ダイオードＯＬＥＤが劣化するほど第１
ノードＮ１の電圧上昇幅が低く設定され、これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤによ
る輝度低下が補償される。
【０１０５】
　このような本発明の第３実施形態による画素１４２は、フォトダイオードＰＤが追加さ
れ、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が補償されるだけで、それ以外の動作過程は、図
２に示された本発明の第１実施形態と同様である。実際に、本発明の第３実施形態による
画素１４２は、図３ないし図５に示された駆動波形で駆動可能である。
【０１０６】
　図１０は、本発明の第４実施形態による画素を示す図である。図１０を説明する際に、
図７と同じ構成については同一の符号を割り当てることと併せて詳細な説明は省略する。
図１０を参照すると、本発明の第４実施形態による画素１４２は、画素回路２２０と、有
機発光ダイオードＯＬＥＤとを備える。
【０１０７】
　画素回路２２０は、現在データ信号を保存するための第１駆動部１４６と、以前データ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための第２駆
動部２２２とを備える。
【０１０８】
　第２駆動部２２２は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間で、第１キャパシタ
Ｃ１と並列に接続されるフォトダイオードＰＤを備える。このようなフォトダイオードＰ
Ｄは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの輝度に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから第１ノー
ドＮ１に供給される電流量、すなわち、第１ノードＮ１の電圧を制御する。実際に、フォ
トダイオードＰＤは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が補償されるように、第１ノー
ドＮ１の電圧を制御する。
【０１０９】
　図１１は、本発明の第５実施形態による画素を示す図である。図１１を説明するとき、
図７と同一の構成については同一の符号を付けると同時に詳細な説明は省略する。図１１
を参照すると、本発明の第５実施形態による画素１４２は、画素回路２３０と有機発光ダ
イオードＯＬＥＤとを備える。
【０１１０】
　画素回路２３０は、現在データ信号を保存するための第１駆動部１４６と、以前データ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための第２駆
動部２３２とを備える。
【０１１１】
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　第２駆動部２３２は、第２ノードＮ２と有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極と
の間に接続される第３キャパシタＣ３を備える。このような第３キャパシタＣ３は、有機
発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極電圧に対応して、第２ノードＮ２の電圧を制御す
る。一例として、第３キャパシタＣ３は有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が補償される
ように、第２ノードＮ２の電圧を制御する。
【０１１２】
　本発明の第５実施形態による画素１４２は、図３ないし図５のいずれか一つの駆動波形
で駆動することができる。
【０１１３】
　図３の駆動波形と結びつけて動作過程を説明すると、第１期間Ｔ１ないし第３期間Ｔ３
中に発光制御線Ｅに発光制御信号が供給され、第４期間Ｔ４中に発光制御線Ｅに発光制御
信号が供給されない。発光制御線Ｅに発光制御信号が供給されると、第８トランジスタＭ
８及び第９トランジスタＭ９がターンオフされる。すると、第１トランジスタＭ１と有機
発光ダイオードＯＬＥＤの電気的接続が遮断され、これにより、第１期間Ｔ１ないし第３
期間Ｔ３中に有機発光ダイオードＯＬＥＤは、非発光状態に設定される。一方、第９トラ
ンジスタＭ９がターンオフされると、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、所
定の電圧Ｖｏｌｅｄに設定される。
【０１１４】
　第１期間Ｔ１中に第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給され、第６トランジスタＭ６
および第７トランジスタＭ７がターンオンされる。第６トランジスタＭ６がターンオンさ
れると、第１ノードＮ１に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給される。第７トランジスタＭ
７がターンオンされると、第２ノードＮ２に第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が供給される。こ
の時、第１トランジスタＭ１は、オンバイアス状態に初期化される。
【０１１５】
　第２期間Ｔ２中に第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給される。第２制御線ＣＬ２に
第２制御信号が供給されると、第３トランジスタＭ３、第４トランジスタＭ４´及び第５
トランジスタＭ５がターンオンされる。第５トランジスタＭ５がターンオンされると、第
１トランジスタＭ１がダイオード形態で接続される。第３トランジスタＭ３がターンオン
されると、第２キャパシタＣ２に保存されたデータ信号の電圧が第２ノードＮ２に供給さ
れる。第４トランジスタＭ４がターンオンされると、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極の電圧Ｖｏｌｅｄが初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に下降する。この時、第３キャパ
シタＣ３のカップリングによって有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極の電圧下降
幅に対応して第２ノードＮ２の電圧が下降する。
【０１１６】
　一方、第２ノードＮ２に、以前データ信号の電圧が供給されると、第１トランジスタＭ
１がターンオンされる。第１トランジスタＭ１がターンオンされると、第２ノードＮ２に
印加された電圧がダイオード形態で接続された第１トランジスタＭ１を経由して第１ノー
ドＮ１に供給される。この時、第１キャパシタＣ１は、以前データ信号、第１トランジス
タＭ１のしきい値電圧及び有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化に対応する電圧を保存する
。
【０１１７】
　詳しく説明すると、第４トランジスタＭ４がターンオンされると、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤのアノード電極の電圧は、式２のように変化される。
【０１１８】
【数２】

【０１１９】
　式２においてＶｏｌｅｄは、第１期間Ｔ１中に印加された有機発光ダイオードＯＬＥＤ
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のアノード電極の電圧を意味する。式２を参照すると、第２期間Ｔ２中に有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤのアノード電圧は、第１期間Ｔ１中に印加された電圧Ｖｏｌｅｄから初期化
電源Ｖｉｎｔの電圧に下降する。この場合、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極
の電圧変化量ΔＶｏｌｅｄは、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化によって決定される。
実際に、有機発光ダイオードＯＬＥＤは劣化するほど抵抗値が上昇し、これにより、有機
発光ダイオードＯＬＥＤが劣化するほど電圧変化量ΔＶｏｌｅｄが増加する。
【０１２０】
　詳しく説明すると、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、劣化に対応して抵抗が増加する。
有機発光ダイオードＯＬＥＤの抵抗が増加すると、第１期間Ｔ１に印加される有機発光ダ
イオードＯＬＥＤのアノード電極の電圧Ｖｏｌｅｄが上昇する。従って、有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤが劣化するほど、第２ノードＮ２の電圧下降幅が増加し、それに応じて有機
発光ダイオードＯＬＥＤの劣化を補償することができる。言いかえれば、第２ノードＮ２
の電圧が下降すると、第１ノードＮ１の電圧も下降し、これにより、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤが劣化するほど、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量が増加されて
劣化を補償することができる。
【０１２１】
　第３期間Ｔ３中には発光制御線Ｅに発光制御信号の供給が維持される。第４期間Ｔ４中
に発光制御線Ｅへの発光制御信号の供給が中断され、第８トランジスタＭ８及び第９トラ
ンジスタＭ９がターンオンされる。第８トランジスタＭ８がターンオンされると、第１電
源ＥＬＶＤＤと第２ノードＮ２が電気的に接続される。第９トランジスタＭ９がターンオ
ンされると、第４ノードＮ４と、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極が電気的に
接続される。すると、第１トランジスタＭ１は、第１ノードＮ１に印加された電圧に対応
して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳ
Ｓに流れる電流量を制御する。この時、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、自身に供給され
る電流量に対応して所定輝度の光を生成する。
【０１２２】
　一方、第４期間Ｔ４中に走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が順次供給される。走査線Ｓ
１ないしＳｎに走査信号が順次供給されると、水平ライン単位で画素１４２それぞれに含
まれた第２トランジスタＭ２がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンさ
れると、データ線Ｄ１ないしＤｍのいずれか一つからの現在データ信号が画素１４２それ
ぞれに含まれた第３ノードＮ３に供給される。この場合、第２キャパシタＣ２は、現在デ
ータ信号に対応する電圧を充電する。実際に、本発明では、上述した過程を繰り返しなが
ら所定の映像を具現する。
【０１２３】
　図１２は、本発明の第６実施形態による画素を示す図である。図１２を説明する際に、
図１１と同一の構成については同一の符号を付けると同時に詳細な説明は省略する。図１
２を参照すると、本発明の第６実施形態による画素１４２は画素回路２４０と有機発光ダ
イオードＯＬＥＤを備える。
【０１２４】
　画素回路２４０は、現在データ信号を保存するための第１駆動部１４６と、以前データ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための第２駆
動部２４２を備える。
【０１２５】
　第２駆動部２４２は、第２制御線ＣＬ２と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続さ
れる第４トランジスタＭ４´´を備える。第４トランジスタＭ４´´のゲート電極は、第
２制御線ＣＬ２に接続される。すなわち、第４トランジスタＭ４´´は、ダイオード形態
で接続される。このような第４トランジスタＭ４´´は、第２制御線ＣＬ２に第２制御信
号が供給されるとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極の電圧を第２制御信号
の電圧に下降させる。すなわち、本発明の第６実施形態では、第２期間Ｔ２中に有機発光
ダイオードＯＬＥＤのアノード電極の電圧Ｖｏｌｅｄを初期化電源Ｖｉｎｔの代わりに第
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２制御信号の電圧に下降させるだけで、実質的に動作過程は、図１１に示された本発明の
第５の実施形態と同様である。したがって、詳細な説明は省略する。
【０１２６】
　なお、上述した本発明では、説明の便宜のためにトランジスタをＰＭＯＳで示したが、
本発明はこれに限定されない。言いかえれば、トランジスタはＮＭＯＳで形成することも
できる。
【０１２７】
　また、本発明では、有機発光ダイオードＯＬＥＤは電流量に対応して赤、緑または青の
光を生成するか、白色光を生成することができる。有機発光ダイオードＯＬＥＤが白色光
を生成する場合は、別途のカラーフィルターなどを利用してカラー映像を具現することが
できる。
【０１２８】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施形態について説明したが、本発明は、
上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示され
た発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり、
斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【０１２９】
　１１０　走査駆動部
　１２０　制御駆動部
　１３０　データ駆動部
　１４０　画素部
　１４２　画素
　１４４、２００、２１０、２２０、２３０、２４０　画素回路
　１４６、１４８、２０２、２１２、２２２、２３２、２４２　駆動部
　１５０　タイミング制御部
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解决的问题：提供以低驱动频率驱动的像素和使用该像素的有机发光显示装置。 有机发光二极管（OLED），第二驱动单元
（148）包括第一晶体管（M1），该第一晶体管（M1）响应于先前的数据信号控制从第一电源提供给有机发光二极管（OLED）的
电流量，以及数据线。 第一驱动单元146存储所提供的电流数据信号并将先前的数据信号提供给第二驱动单元148，并且第二驱动
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单元148包括初始化电源Vint和第一晶体管M1。 连接在作为栅极的第一节点N1之间并且在提供第一控制信号时导通的第六晶体管
M6对于第一电源以及第一驱动单元146和第二驱动单元148是公共的。 
第七晶体管M7连接在第二节点N2和第二节点N2之间并且在提供第一控
制信号时导通。 [选择图]图2


